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５ 将来のまちづくりについてお伺いします 
 
（１）安全・安心について 
 
５－１ 防災に関して力を入れるべきこと 
 

問10 地震や集中豪雨などへの防災に関して、今後どのようなことに力を入れる必要があ

ると思いますか？ 

   今のお気持ちに最も近い番号を３つ以内で選んでください。 

 
◆ 防災に関して力を入れるべきことについては、「備蓄食料や飲料水、資機材の充実」が 65.3％と最

も多く、次いで「避難場所や避難経路の確保・周知」（56.1％）、「災害時用援護者に対する支援体制

の整備」（42.4％）の順となっている。 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
◆ 家族構成別については、各世帯で最も回答率が高い項目を、次の表に網掛けとして示した。 
  どの家族構成においても、「備蓄食料や飲料水、資機材の充実」が最も高くなっている。 
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夫婦だけ 494 60.3 56.7 40.7 25.1 31.4 27.5 8.7 4.3 2.0 1.8 2.8
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５－２ 防犯に関して力を入れるべきこと 
 

問11 防犯に関して、今後どのようなことに力を入れる必要があると思いますか？ 

   今のお気持ちに最も近い番号を３つ以内で選んでください。 

 
◆ 防犯に関して力を入れるべきことについては、「防犯灯の整備」が 49.6%と最も多く、次いで

「防犯パトロール活動」（47.7％）、「警察、町、区・自治会などとの連携強化」（47.3％）、「身近

で発生した犯罪や防犯情報の提供」（41.4％）の順となっている。 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
◆ 地区別については、各地区で最も回答率が高い項目を、次の表に網掛けとして示した。 
  ７つの地区で「防犯灯の整備」が最も高く、次いで「警察、町、区・自治会などとの連携強化」

（５地区）、「防犯パトロール活動」（４地区）の順になっている。また、「民間交番などの防犯活 

動拠点の設置」では、部田山の回答率が全体より約 10 ポイント高くなっている。 
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  全  体 2002 49.6 47.7 47.3 41.4 28.7 21.4 16.8 7.0 1.2 1.7 1.8

諸輪 140 53.6 45.0 49.3 29.3 34.3 21.4 18.6 7.1 1.4 2.9 4.3

和合 138 45.7 52.2 46.4 35.5 35.5 25.4 18.1 5.1      - 1.4 0.7

傍示本 138 49.3 48.6 44.2 43.5 25.4 25.4 15.2 10.1 0.7 1.4 2.2
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（２）環境について 
 
５－３ 環境への意識を高める取り組みに関して力を入れるべきこと 
 

問12 環境への意識を高める取り組みに関して、今後どのようなことに力をいれる必要が

あると思いますか？ 

   今のお気持ちに最も近い番号を３つ以内で選んでください。 

 
◆ 環境への意識を高める取り組みに関して力を入れるべきことについては、「身近にある自然や

緑地の保全」が 49.4％と最も多く、次いで「家庭でできる環境対策の普及」（43.6％）、「小中学

校での環境教育の充実」（39.9％）の順となっている。 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
◆ 年代別については、各年代で最も回答率が高い項目を、次の表に網掛けとして示した。 
  10 歳代・20 歳代・50 歳代～70 歳以上では「身近にある自然や緑地の保全」、30 歳代・40 歳代で

は「小中学校での環境教育の充実」がそれぞれ最も高くなっている。 
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60歳代 411 55.0 46.0 36.7 38.4 29.4 19.7 9.5 10.2 0.2 4.1 3.6
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５－４ ごみの減量や資源の回収に関して力を入れるべきこと 
 
問13 ごみの減量や資源の回収に関して、今後どのような対策が必要だと思いますか？ 

   今のお気持ちに最も近い番号を３つ以内で選んでください。 

 
◆ ごみの減量や資源の回収に関して力を入れるべきことについては、「資源回収ステーションの

増設」が 43.7％と最も多く、次いで「家庭における分別・リサイクルの徹底」（42.0％）、「資源

として回収する品目の拡大」（40.5％）の順となっている。 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
◆ 地区別については、各地区で最も回答率が高い項目を、次の表に網掛けとして示した。 
  ９つの地区で「家庭における分別・リサイクルの徹底」が最も高くなっている。一方、白土・

西白土・部田山では「資源回収ステーションの増設」が最も高くなっている。 
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  全  体 2002 43.7 42.0 40.5 29.6 23.3 21.3 17.4 3.5 4.7 3.8 2.6

諸輪 140 40.0 43.6 37.1 33.6 21.4 20.0 16.4 5.7 3.6 5.0 4.3

和合 138 38.4 46.4 42.8 34.8 22.5 28.3 15.9 2.9 5.1 1.4 0.7

傍示本 138 41.3 43.5 42.0 28.3 29.7 20.3 20.3 4.3 4.3 3.6 3.6

祐福寺 90 38.9 46.7 33.3 28.9 28.9 18.9 16.7 4.4 4.4 4.4 4.4

部田 68 41.2 32.4 45.6 41.2 27.9 14.7 16.2 4.4 5.9 2.9 1.5

白土 198 53.5 38.9 38.4 25.8 21.2 19.7 17.2 2.0 2.5 4.0 3.5

西白土 42 59.5 33.3 33.3 28.6 19.0 21.4 9.5      - 2.4 4.8 7.1

和合ケ丘 152 35.5 40.8 44.1 37.5 22.4 24.3 15.1 3.9 3.3 5.9 2.0
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白鳥 197 35.5 35.5 46.2 29.9 23.9 21.8 18.8 3.6 7.1 4.1 4.1

御岳 155 35.5 52.9 41.9 34.2 25.2 21.3 20.0 3.2 6.5 1.9 0.6

押草団地南 52 44.2 53.8 30.8 25.0 19.2 15.4 23.1 1.9 5.8 5.8 1.9

押草団地北 45 33.3 40.0 33.3 28.9 20.0 31.1 28.9 4.4 4.4 4.4      -

春木台 166 39.2 46.4 39.8 24.7 20.5 28.3 16.9 3.0 2.4 6.0 1.2

北山台 148 41.9 47.3 44.6 27.7 24.3 18.2 16.9 4.7 4.7 2.7 2.0

部田山 184 71.2 33.2 35.3 21.7 22.8 14.7 16.3 3.3 7.1 2.7      -
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（３）福祉・健康について 
 
５－５ 高齢者の生きがいに関して力を入れるべきこと 
 
問14 高齢者が生きがいをもって暮らせるまちにするために、今後どのようなことに力を

入れる必要があると思いますか？ 

   今のお気持ちに最も近い番号を３つ以内で選んでください。 
 
◆ 高齢者の生きがいに関して力を入れるべきことについては、「健康づくりや介護予防事業の充

実」が 45.5％と最も多く、次いで「働く場や機会の確保」（43.7％）、「経験や技術を活かす場づ

くり」（37.8％）の順となっている。 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
◆ 年代別については、各年代で最も回答率が高い項目を、次の表に網掛けとして示した。 
  10 歳代～40 歳代では「働く場や機会の確保」、50 歳代～70 歳以上では「健康づくりや介護予防事

業の充実」がそれぞれ最も高くなっている。また、「世代間交流の促進」では、10 歳代が 34.8%と他

の年代よりも高くなっている。 
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20歳代 284 39.4 47.2 42.3 25.0 33.1 29.2 20.1 2.1 4.2 0.4

30歳代 372 37.9 57.8 42.5 29.0 27.7 22.8 19.9 0.8 5.4 0.5

40歳代 303 39.6 50.8 44.9 33.3 20.5 23.8 15.2 1.7 7.3 1.3

50歳代 253 49.0 44.7 36.8 33.6 26.1 32.8 10.3 1.6 2.4 2.8

60歳代 411 51.1 38.7 31.1 35.0 35.5 36.0 14.6 2.7 4.4 2.9

70歳以上 273 57.1 18.7 30.4 34.8 39.9 35.9 17.6 1.8 3.3 7.7
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(％）

n=2002



 51

 
◆ 65 歳以上の家族がいる家庭において、いない家庭の回答率よりも高い項目を、次の表に網掛

けとして示した。 
  「健康づくりや介護予防事業の充実」、「健康な高齢者が集える場所の確保」、「高齢者向け生涯学習

活動の充実」、「相談体制や情報提供の充実」において、65 歳以上の家族がいない家庭よりも、いる家

庭のほうが、回答率が高くなっている。 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

(%)
 

全
体
（
ｎ
）

(

人

)

健
康
づ
く
り
や
介
護
予
防

事
業
の
充
実

働
く
場
や
機
会
の
確
保

経
験
や
技
術
を
活
か
す
場

づ
く
り

相
談
体
制
や
情
報
提
供
の

充
実

健
康
な
高
齢
者
が
集
え
る

場
所
の
確
保

高
齢
者
向
け
生
涯
学
習
活

動
の
充
実

世
代
間
交
流
の
促
進

そ
の
他

よ
く
わ
か
ら
な
い

無
回
答

  全  体 2002 45.5 43.7 37.8 31.6 30.5 29.7 17.0 1.7 4.6 2.4

いる 670 52.2 33.3 34.5 32.8 34.6 34.2 17.2 2.1 3.1 4.2

いない 1276 41.9 49.0 39.4 30.8 28.5 27.0 17.2 1.6 5.4 1.5
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５－６ 健康づくりに関して力を入れるべきこと 
 

問15 健康づくりに関して、今後どのようなことに力を入れる必要があると思いますか？

   今のお気持ちに最も近い番号を３つ以内で選んでください。 

 
◆ 健康づくりに関して力を入れるべきことについては、「健診などによる疾病の早期発見」が

62.6％と最も多く、次いで「介護を必要としない高齢者の健康づくり」（40.7％）、「遊歩道や散

歩道などの整備」（39.5％）の順となっている。 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
◆ 年代別については、各年代で最も回答率が高い項目を、次の表に網掛けとして示した。 
  すべての年代で「健診などによる疾病の早期発見」が最も高くなっている。また、60 歳代と 70 歳

以上では、「介護を必要としない高齢者の健康づくり」についても高い割合を占めている。 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

（％）
 

全
体
（

ｎ
）

(

人

)

健
診
な
ど
に
よ
る
疾
病
の

早
期
発
見

介
護
を
必
要
と
し
な
い
高

齢
者
の
健
康
づ
く
り

遊
歩
道
や
散
歩
道
な
ど
の

整
備

生
活
習
慣
病
の
予
防
知
識

の
普
及

疾
病
の
発
生
を
防
ぐ
健
康

づ
く
り

相
談
体
制
や
情
報
提
供
の

充
実

健
康
づ
く
り
体
操
な
ど
の

普
及

健
康
づ
く
り
リ
ー

ダ
ー

の

育
成

そ
の
他

よ
く
わ
か
ら
な
い

無
回
答

  全  体 2002 62.6 40.7 39.5 29.9 22.0 21.1 12.3 4.1 1.9 3.2 2.0

10歳代 46 54.3 21.7 26.1 39.1 23.9 15.2 13.0 6.5 2.2 4.3 2.2

20歳代 284 64.4 31.7 44.7 32.0 23.6 18.3 9.2 1.4 2.1 5.3 0.4

30歳代 372 71.2 35.5 40.9 26.1 17.5 19.6 10.5 3.0 1.9 2.7 0.0

40歳代 303 63.0 31.7 33.3 30.7 22.1 25.4 8.9 4.0 2.3 4.0 1.3

50歳代 253 57.3 40.7 41.9 29.6 19.8 21.3 13.4 4.7 0.8 2.4 4.3

60歳代 411 59.4 52.8 37.2 31.4 22.9 21.4 15.1 6.6 2.7 3.4 1.9

70歳以上 273 58.6 54.6 42.1 28.6 26.0 22.3 15.8 4.0 1.5 0.7 5.1

62.6

40.7 39.5

29.9

22.0 21.1

12.3

4.1 1.9 3.2 2.0
0.0

10.0

20.0

30.0

40.0

50.0

60.0

70.0

健
診
な
ど
に
よ
る
疾
病
の
早
期
発
見

介
護
を
必
要
と
し
な
い
高
齢
者
の
健

康
づ
く
り

遊
歩
道
や
散
歩
道
な
ど
の
整
備

生
活
習
慣
病
の
予
防
知
識
の
普
及

疾
病
の
発
生
を
防
ぐ
健
康
づ
く
り

相
談
体
制
や
情
報
提
供
の
充
実

健
康
づ
く
り
体
操
な
ど
の
普
及

健
康
づ
く
り
リ
ー
ダ
ー
の
育
成

そ
の
他

よ
く
わ
か
ら
な
い

無
回
答

(％）

n=2002
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５－７ がん検診の受診について 
 
①がん検診の受診の有無 
 

問16 この２年以内に、がん検診を受診したことがありますか？ 

   あてはまる番号を１つだけ選んでください。 

 
 
◆ がん検診の受診について、“受診した”（「受診していない」、「無回答」以外の計）と回答した

人の割合は、全体の約５割（45.4％）となっている。 
 
◆ 男女別では、男性よりも女性のほうがやや“受診した”割合が高くなっている。 
 
◆ 年代別では、年齢層が高くなるほど“受診した”人の割合が高くなる傾向となっている。“受

診した”人は 10 歳代では１割、20 歳代では２割に満たない結果となっている。一方、60 歳代が

最も“受診した”人の割合が高く約６割（60.1％）となっている。 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

11.5

7.0

14.4

2.1

4.3

8.9

14.2

19.0

22.7

14.7

17.1

13.2

5.6

15.3

28.7

23.3

13.9

1.5

5.4

5.5

4.8

1.3

2.0

3.2

9.7

16.1

7.6

7.8

7.6

4.6

9.9

7.1

12.4

10.6

6.2

3.4

8.6

7.8

7.3

7.5

5.1

4.0

49.4

55.9

45.4

93.5

83.5

65.1

40.9

38.3

32.8

30.8

5.2

3.4

6.1

1.6

2.3

6.3

7.1

14.3

4.3 2.2

1.4 6.3 0.7

0.0

0% 20% 40% 60% 80% 100%

  全  体

男性

女性

10歳代

20歳代

30歳代

40歳代

50歳代

60歳代

70歳以上

町が実施する検診を受診した 職場が実施する検診を受診した
かかりつけ医で勧められて受診した 自主的に人間ドックなどで受診した
その他の機会で受診した 受診していない
無回答

n=2002

n=744

n=1107

n=46

n=284

n=372

n=303

n=253

n=411

n=273
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② 受診した検診の種類 
 

問16－１ 受診した検診の種類は何ですか？あてはまる番号をすべて選んでください。 

 
◆ 「何も受診していない」と回答した人を年代別にみると、「20 歳以上 40 歳未満」が約７割

（73.0％）、「40 歳以上」が約４割（35.5%）となっている。 
 
◆ 性・年代別では、「男性・40 歳以上」では「何も受診していない」が約４割（39.9％）を占め

ているが、「女性・40 歳以上」では約３割（31.8％）となっており、「男性・40 歳以上」よりも

いずれかの検診を受診した人の割合が高くなっている。 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

※ 「子宮頸がん」、「乳がん」については、女性のみを集計した。 
 
◆ 各項目の回答割合を特定の性・年代で示したものが次のグラフである。 
  「受診した」と回答した人は、「胃がん（40 歳以上）」が 35.5％、「大腸がん（40 歳以上）」が 31.5％、

「子宮頸がん（20 歳以上の女性）」が 27.4％、「乳がん（20 歳以上の女性）」が 17.2％、「肺がん（40  

歳以上）」が 16.3％となっている。 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

35.5

31.5

27.4

16.3

5.2

54.8

61.2

71.1

76.4

87.5

9.7

7.3

7.3

7.3

17.2 81.4

1.4

1.4

0% 50% 100%

胃がん（40歳以上）

大腸がん（40歳以上）

子宮頸がん（20歳以上の女性）

乳がん（20歳以上の女性）

肺がん（40歳以上）

その他（40歳以上）

受診した 受診していない 無回答

n=1240

n=1240

n=1240

n=1240

n=419

n=419

（％）
 

全
体
（

ｎ
）

(

人

)

胃
が
ん

大
腸
が
ん

子
宮
頸
が
ん

乳
が
ん

肺
が
ん

そ
の
他

何
も
受
診
し
て

い
な
い

無
回
答

  全  体 2002 24.8 21.9 18.9 18.0 11.3 3.7 49.4 7.0

20歳以上40歳未満 656 6.6 5.2 18.4 11.6 2.1 1.4 73.0 2.1

40歳以上 1240 35.5 31.5 19.2 21.5 16.3 5.2 35.5 9.7

男性・20歳以上40歳未満 220 5.5 5.5 - - 2.3 1.8 88.2 1.4

男性・40歳以上 499 39.3 33.5 - - 20.6 7.8 39.9 7.2

女性・20歳以上40歳未満 419 7.2 5.3 27.4 17.2 2.1 1.2 64.4 2.6

女性・40歳以上 645 32.6 30.7 33.8 38.0 13.0 2.8 31.8 11.0
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③ 受診していない理由 
 

問 16－２ その理由は何ですか？あてはまる番号をすべて選んでください。 

 
◆ 「受診していない」と回答した人（988 人）にその理由をたずねたところ、「時間がなかった

から」が 28.9％と最も多く、次いで「費用がかかり経済的負担になるから」（25.4％）、「検診が

あることを知らなかったから」（23.8％）、「心配な時はいつでも受診できるから」（22.7％）の順

となっている。 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
◆ 年代別については、各年代で最も回答率が高い項目を、次の表に網掛けとして示した。 
  10 歳代・20 歳代では「検診があることを知らなかったから」、30 歳代・40 歳代では「時間がなか

ったから」、50 歳代～70 歳以上では「心配な時はいつでも受診できるから」がそれぞれ高くなってい

る。 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

（％）
 

全
体
（
ｎ
）

(

人

)

時
間
が
な
か
っ
た
か
ら

費
用
が
か
か
り
経
済
的
に

負
担
に
な
る
か
ら

検
診
が
あ
る
こ
と
を
知
ら

な
か
っ
た
か
ら

心
配
な
時
は
い
つ
で
も
受

診
で
き
る
か
ら

健
康
に
自
信
が
あ
り
必
要

性
を
感
じ
な
い
か
ら

毎
年
受
け
る
必
要
性
を
感

じ
な
い
か
ら

結
果
が
不
安
な
た
め
受
け

た
く
な
い
か
ら

そ
の
他

無
回
答

  全  体 988 28.9 25.4 23.8 22.7 14.2 12.8 6.4 11.5 1.5

10歳代 43 9.3 4.7 46.5 2.3 20.9 11.6 2.3 25.6 2.3

20歳代 237 29.1 32.9 38.0 12.7 18.6 14.3 3.4 12.2 0.4

30歳代 242 42.1 32.6 26.9 14.0 10.7 7.4 3.7 11.2 0.0

40歳代 124 41.9 25.0 21.0 21.8 9.7 13.7 8.1 4.0 0.0

50歳代 97 32.0 20.6 10.3 34.0 12.4 13.4 13.4 11.3 2.1

60歳代 135 13.3 20.7 7.4 40.7 11.1 16.3 8.1 11.9 6.7

70歳以上 84 8.3 10.7 7.1 45.2 21.4 17.9 9.5 11.9 2.4

28.9

25.4
23.8 22.7

14.2
12.8

6.4

11.5

1.5

0.0

10.0

20.0

30.0

40.0

時
間
が
な
か
っ
た
か
ら

費
用
が
か
か
り
経
済
的
に
負
担
に
な
る

か
ら

検
診
が
あ
る
こ
と
を
知
ら
な
か
っ
た
か

ら

心
配
な
時
は
い
つ
で
も
受
診
で
き
る
か

ら

健
康
に
自
信
が
あ
り
必
要
性
を
感
じ
な

い
か
ら

毎
年
受
け
る
必
要
性
を
感
じ
な
い
か
ら

結
果
が
不
安
な
た
め
受
け
た
く
な
い
か

ら

そ
の
他

無
回
答

(％）

n=988
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（４）町巡回バスについて 
 
５－８ 町巡回バス「じゅんかい君」の利用について 
 
① 利用状況 
 

問17 町巡回バス「じゅんかい君」を利用したことがありますか？ 

   あてはまる番号を１つだけ選んでください。 

 
◆ 町巡回バス「じゅんかい君」の利用について、“利用しない”（「ほとんど利用したことはない」

+「利用したことはない」）と回答した人は、全体の約９割（87.9％）を占めている。 
 
◆ 男女別では、男性よりも女性のほうが“利用している”（「ほぼ毎日利用している」+「ほぼ週

に１回利用している」+「ほぼ月に１回以上利用している」）人の割合がやや高くなっている。 
 
◆ 年代別では、年齢層が高くなるほど、“利用している”人の割合が高くなる傾向にあり、70 歳

以上では約３割（27.1％）を占めている。 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

2.6

1.7

3.0

0.7

0.5

1.0

1.6

3.4

9.2

6.3

5.2

7.0

3.2

4.3

3.6

5.1

7.3

16.1

32.9

28.9

36.5

35.6

36.3

40.3

25.3

26.8

29.3

55.0

61.7

50.1

57.3

52.5

62.5

58.9

39.9

2.6

2.2

2.7

2.2

1.1

1.6

2.0

4.7

3.4

3.71.8

2.22.2 60.9

59.2

32.6

0% 20% 40% 60% 80% 100%

  全  体

男性

女性

10歳代

20歳代

30歳代

40歳代

50歳代

60歳代

70歳以上

ほぼ毎日利用している ほぼ週に１回以上利用している

ほぼ月に１回以上利用している ほとんど利用したことはない

利用したことはない 無回答

n=2002

n=744

n=1107

n=46

n=284

n=372

n=303

n=253

n=411

n=273
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◆ 地区別では、“利用している”人の割合が最も

高い地区が和合ケ丘で 17.8％、次いで、押草団地

北（15.5％）、御岳（14.9％）、諸輪（13.6％）の

順となっている。 
  一方、“利用しない”人の割合が最も高い地区

が部田山で 95.7％、次いで、祐福寺（94.5％）、

西白土（92.8％）、和合（92.7％）の順となってい

る。 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

(％)

全
体
（
ｎ
）

(

人

)

“
利
用
す
る
”

“
利
用
し
な
い
”

無
回
答

  全  体 2002 9.4 87.9 2.6

諸輪 140 13.6 83.6 2.9

和合 138 3.6 92.7 3.6

傍示本 138 7.2 88.4 4.3

祐福寺 90 2.2 94.5 3.3

部田 68 7.4 92.6      -

白土 198 7.6 87.3 5.1

西白土 42 4.8 92.8 2.4

和合ケ丘 152 17.8 79.6 2.6

諸輪住宅 24 8.3 87.5 4.2

白鳥 197 11.6 86.8 1.5

御岳 155 14.9 83.9 1.3

押草団地南 52 7.6 88.4 3.8

押草団地北 45 15.5 84.4      -

春木台 166 10.2 86.7 3.0

北山台 148 13.5 84.5 3.0

部田山 184 3.2 95.7 2.0
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② 利用目的 
 

問17－１ どのような目的で利用しましたか？ 

     あてはまる番号をすべて選んでください。 

 
◆ 町巡回バスを「利用している」と回答した人（190 人）にその利用目的をたずねたところ、「役

場・いこまい館・町民会館・総合体育館」が 53.2％と最も多く、次いで「買い物」（41.6％）、「医

療機関などへの通院」（26.8％）の順となっている。 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
◆ 年代別については、各年代で最も回答率が高い項目を、次の表に網掛けとして示した。 
  すべての年代で「役場・いこまい館・町民会館・総合体育館」が最も高くなっている。 

※「60 歳代」、「70歳以上」以外はサンプル数が少ないため、誤差の大きさに留意する必要がある。 
 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

（％）
 

全
体
（
ｎ
）

(

人

)

役
場
・
い
こ
ま
い
館
・
町

民
会
館
・
総
合
体
育
館

買
い
物

医
療
機
関
な
ど
へ
の
通
院

通
勤

親
戚
・
知
人
宅

通
学

そ
の
他
の
公
共
施
設

そ
の
他

  全  体 190 53.2 41.6 26.8 11.1 10.0 2.1 10.0 14.2

10歳代 2 50.0 0.0 0.0 0.0 0.0 50.0 0.0 0.0

20歳代 12 33.3 33.3 8.3 33.3 16.7 8.3 8.3 25.0

30歳代 18 66.7 27.8 27.8 22.2 11.1 0.0 0.0 16.7

40歳代 16 50.0 18.8 6.3 18.8 0.0 6.3 18.8 12.5

50歳代 19 42.1 42.1 10.5 26.3 5.3 0.0 5.3 21.1

60歳代 45 62.2 37.8 33.3 8.9 6.7 0.0 8.9 8.9

70歳以上 74 54.1 54.1 35.1 1.4 13.5 1.4 12.2 13.5

53.2

41.6

26.8

11.1 10.0

2.1

10.0
14.2

0.0

10.0

20.0
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い
こ
ま
い
館
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町
民
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・

総
合
体
育
館

買
い
物

医
療
機
関
な
ど
へ
の
通
院

通
勤

親
戚
・
知
人
宅

通
学

そ
の
他
の
公
共
施
設

そ
の
他

(％）

n=190
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③ 利用しない理由 
 
問17－２ その理由は何ですか？ 

     あてはまる番号をすべて選んでください。 

 
◆ 町巡回バスを「利用していない」と回答した人（1759 人）にその理由をたずねたところ、「車・

バイク・自転車があり、巡回バスを利用しなくてもよいから」が 74.5％と最も多く、次いで「行

きたい場所に運行する巡回バスがないから」（34.4%）、「利用したい時間帯に巡回バスが運行して

いないから」（29.7%）の順となっている。 
 
◆ 男女別では、女性よりも男性のほうが「車・バイク・自転車があり、巡回バスを利用しなくて

もよいから」と回答した人の割合がやや高くなっている。一方、女性は「行きたい場所に運行す

る巡回バスがないから」、「利用したい時間帯に巡回バスが運行していないから」と回答した人の

割合が男性よりも高くなっている。 
 
◆ 年代別では、10 歳代以外の年代で「車・バイク・自転車があり、巡回バスを利用しなくても

よいから」と回答した人の割合が高く６割以上となっている。 
  一方、10 歳代では「行きたい場所に運行する巡回バスがないから」と回答した人の割合がど

の年代よりも高くなっている。 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

74.5

77.0

73.0

75.5

74.7

77.9

81.1

75.0

66.7

13.2

12.9

13.9

23.0

15.8

11.7

12.6

7.4

6.9

29.7

23.0

35.0

33.5

34.2

33.8

27.0

19.9

28.0

34.4

30.1

37.7

37.5

40.5

33.1

27.9

29.0

31.7

5.6

6.5

5.0

6.0

4.3

3.6

5.4

10.6

46.5 20.9 46.5 58.1

4.8

7.0

0% 20% 40% 60% 80% 100%

  全  体

男性

女性

10歳代

20歳代

30歳代

40歳代

50歳代

60歳代

70歳以上

車・バイク・自転車があり、巡回バスを利用しなくてもよいから  
運行経路や時間がわからないから
利用したい時間帯に巡回バスが運行していないから              
行きたい場所に運行する巡回バスがないから                    
その他                        
無回答                      

n=1759

n=674

n=959

n=43

n=269

n=348

n=281

n=222

n=352

n=189
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５－９ 町巡回バスの改善点 
 

問18 町巡回バスをどのように改善すれば利用しやすくなると思いますか？ 

   今のお気持ちに最も近い番号を３つ以内で選んでください。 

 
◆ 町巡回バスの改善点については、「巡回ルートの充実・拡充」が 44.6％と最も多く、次いで「他

市町村の施設などへの乗り入れ」（42.2％）、「運行本数の増加」（36.5％）の順となっている。 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
◆ 地区別については、各地区で最も回答率が高い項目を、次の表に網掛けとして示した。 
  ９つの地区で「巡回ルートの充実・拡充」が最も高く、次いで「他市町村の施設などへの乗り入れ」

（８地区）、「運行本数の増加」（４地区）となっている。 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

(％)
 

全
体
（

ｎ
）

(

人

)

巡
回
ル
ー

ト
の
充
実
・
拡
充

他
市
町
の
施
設
な
ど
へ
の
乗

り
入
れ

運
行
本
数
の
増
加

運
行
終
了
時
間
を
遅
く
す
る

運
行
開
始
時
間
を
早
く
す
る

だ
れ
で
も
乗
り
や
す
い
車
両

へ
の
改
良

そ
の
他

現
行
の
ま
ま
で
よ
い

よ
く
わ
か
ら
な
い

改
善
し
て
も
利
用
し
な
い

　
無
回
答

  全  体 2002 44.6 42.2 36.5 12.4 6.9 4.8 9.2 7.8 13.7 11.4 3.3

諸輪 140 44.3 44.3 40.0 20.0 13.6 7.1 3.6 9.3 14.3 11.4 2.1

和合 138 50.0 42.0 35.5 9.4 3.6 6.5 8.0 7.2 13.0 18.1 2.9

傍示本 138 37.0 44.2 17.4 8.7 3.6 5.8 9.4 8.7 11.6 18.1 7.2

祐福寺 90 33.3 34.4 27.8 11.1 6.7 3.3 10.0 11.1 15.6 22.2 5.6

部田 68 44.1 44.1 25.0 13.2 8.8 8.8 11.8 11.8 11.8 8.8 1.5

白土 198 43.4 43.4 32.8 5.6 5.1 3.0 10.6 8.1 17.7 8.6 5.1

西白土 42 45.2 52.4 16.7 4.8 4.8      - 16.7 7.1 14.3 16.7      -

和合ケ丘 152 41.4 40.8 48.7 9.2 7.9 4.6 6.6 10.5 12.5 7.9 3.3

諸輪住宅 24 54.2 54.2 41.7      - 8.3      - 16.7 12.5 8.3      - 4.2

白鳥 197 38.6 38.6 46.2 13.7 6.6 5.1 10.7 8.1 15.7 9.1 1.5

御岳 155 48.4 34.2 48.4 16.1 8.4 3.2 12.9 4.5 17.4 4.5 1.9

押草団地南 52 44.2 34.6 40.4 17.3 7.7 5.8 7.7 3.8 13.5 13.5 7.7

押草団地北 45 40.0 35.6 46.7 17.8 15.6 2.2 6.7 8.9 13.3 6.7 2.2

春木台 166 46.4 48.8 33.7 12.7 4.8 6.0 8.4 6.6 13.3 9.6 1.8

北山台 148 50.0 43.9 37.2 16.2 6.8 0.7 6.8 8.1 12.8 6.8 2.7

部田山 184 51.1 45.7 35.9 13.6 6.0 6.5 10.9 4.3 9.8 16.8 2.2
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善
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も
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用
し
な
い

無
回
答

(％）

n=2002
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（５）市町村合併について 
 
５－10 合併に対する考え 
 

問19 平成の大合併が推進され、全国で市町村合併が行われています。愛知県においても

88市町村が61市町村に再編されています。さて、東郷町が合併することに関して、あ

なたはどのように考えますか？ 

   今のお気持ちに最も近い番号を１つだけ選んでください。 

 
◆ 合併に対する考えについて、“合併したほうがよい”（「合併する必要がある」+「どちらかとい

えば合併する必要がある」）と考えている人は、全体の約６割（59.3％）を占めている。一方、“合

併しないほうがよい”（「合併する必要はない」+「どちらかといえば合併する必要はない」）と考

えている人は、全体の約２割（19.0％）となっている。 
 
◆ 男女別では、女性よりも男性のほうが“合併したほうがよい”と考えている人の割合が高くな

っている。 
 
◆ 年代別では、30 歳代～70 歳以上で“合併したほうがよい”と考えている人は、いずれの年代

でも約６割を占めている。一方、10 歳代と 20 歳代で“合併したほうがよい”と考えている人は

５割に満たない結果となっている。 
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31.0

28.3
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32.3
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4.0
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0% 20% 40% 60% 80% 100%

  全  体

男性

女性

10歳代

20歳代

30歳代

40歳代

50歳代

60歳代

70歳以上

合併する必要がある どちらかといえば合併する必要がある

どちらかといえば合併する必要はない 合併する必要はない

よくわからない 無回答

n=2002

n=744

n=1107

n=46

n=284

n=372

n=303

n=253

n=411

n=273



 62

（６）行政サービスのあり方について 
 
５－11 行政サービスと住民負担のバランスについて 
 

問20 行政サービスと税などの住民負担のバランスに関して、どのように考えますか？ 

   今のお気持ちに最も近い番号を１つだけ選んでください。 

 
◆ 行政サービスと住民負担のバランスについて、「負担は増やすべきではなく、財政状況に応じ

たサービスにするべき」と回答した人が最も多く、全体の約半数（51.6％）を占めている。 
 
◆ 男女別では、男性よりも女性のほうが「負担は増やすべきではなく財政状況に応じたサービス

にするべき」と回答する人の割合が高くなっている。一方、男性は「負担は増えても行政サービ

スを充実すべき」、「特定の行政サービスを受ける人の負担のみを増やすべき」と回答する人の割

合が女性よりも高くなっている。 
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50歳代

60歳代

70歳以上

負担は増えても行政サービスを充実すべき
負担は増やすべきではなく財政状況に応じたサービスにするべき
特定の行政サービスを受ける人の負担のみを増やすべき
その他
よくわからない
無回答

n=2002

n=744

n=1107

n=46

n=284

n=372

n=303

n=253

n=411

n=273
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◆ 職業別については、各職業で最も回答率が高い項目を、次の表に網掛けとして示した。 
  すべての職業で「負担は増やすべきではなく財政状況に応じたサービスにするべき」が最も高

くなっている。また、「特定の行政サービスを受ける人の負担のみを増やすべき」では、「農業」

と「自営業」の回答率が他の職業よりも高くなっている。 
  ※「その他」は分析対象から除外した 

 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

（％）
 

全
体
（
ｎ
）

(

人

)

負
担
は
増
え
て
も
行
政
サ
ー

ビ
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を
充
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す
べ
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状
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ー
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す
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特
定
の
行
政
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ー

ビ
ス
を
受
け
る
人
の

負
担
の
み
を
増
や
す
べ
き

そ
の
他

よ
く
わ
か
ら
な
い

　
無
回
答

  全  体 2002 7.4 51.6 22.0 4.2 12.1 2.5

農業 18      - 61.1 33.3 5.6      -      -

自営業 122 12.3 48.4 29.5 1.6 6.6 1.6

会社員、公務員、団体職員 662 8.6 50.8 23.0 6.5 10.1 1.1

アルバイト、パートタイマー 291 4.5 57.0 18.6 3.4 13.1 3.4

学生 83 10.8 45.8 18.1 6.0 18.1 1.2

家事専従 329 6.4 50.8 20.4 4.0 15.8 2.7

無職 401 6.7 50.9 21.9 1.5 14.5 4.5

その他 50 10.0 66.0 12.0 4.0 6.0 2.0
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（７）町政への関心について 
 
５－12 町政への関心 
 

問21 あなたは東郷町の仕事（町政）にどの程度関心がありますか？ 

   今のお気持ちに最も近い番号を１つだけ選んでください。 

 
◆ 町政への関心について、“関心がある”（「関心がある」+「ある程度関心がある」）と回答した

人は、全体の約６割（58.2％）を占めている。 
 
◆ 男女別では、女性よりも男性のほうが“関心がある”人の割合がやや高くなっている。 
 
◆ 年齢別では、年齢層が高くなるほど、“関心がある”人の割合が高くなる傾向にあり、70 歳代

以上で最も高く 76.2%となっている。 
 
◆ 居住年数別では、居住年数が長いほど、“関心がある”人の割合が高くなる傾向にあり、「40
年以上、50 年未満」で最も高く 68.9%となっている。 
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6.3

6.9
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8.9

5.3

4.3

3.4
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  全  体

男性

女性

10歳代

20歳代

30歳代

40歳代

50歳代

60歳代

70歳以上

関心がある ある程度関心がある

あまり関心がない 関心がない

無回答

n=2002

n=744

n=1107

n=46

n=284

n=372

n=303

n=253

n=411

n=273

（％）
 

全
体
（
ｎ
）

(

人

)

“
関
心
が
あ
る
”

“
関
心
が
な
い
”

無
回
答

  全  体 2002 58.2 37.8 4.0

３年未満 212 43.9 52.9 3.3

３年以上、10年未満 388 54.6 42.8 2.6

10年以上、20年未満 397 52.7 44.3 3.0

20年以上、30年未満 419 63.5 31.3 5.3

30年以上、40年未満 305 64.6 31.1 4.3

40年以上、50年未満 138 68.9 28.2 2.9

50年以上 102 67.6 20.5 11.8
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５－13 町政への関心を高めるために力を入れるべきこと 
 

問22 町政への関心を高めるために、今後どのようなことに力を入れる必要があると思い

ますか？ 

   今のお気持ちに最も近い番号を３つ以内で選んでください。 

 
◆ 町政への関心を高めるために力を入れるべきことについては、「町の広報紙を利用した町政情

報の提供」が 61.5％と最も多く、次いで「新聞など報道機関への積極的な情報提供」（30.8％）、

「回覧板を利用した町政情報の提供」（29.9％）の順となっている。 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
◆ 年代別については、各年代で最も回答率が高い項目を、次の表に網掛けとして示した。 
  すべての年代で「町の広報紙を利用した町政情報の提供」が最も高くなっている。また、「町

のホームページなどインターネットを利用した町政情報の提供」では、年齢層が低くなるほど回

答率が高くなる傾向にある。 
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  全  体 2002 61.5 30.8 29.9 26.3 16.7 10.7 9.9 3.8 6.2

10歳代 46 45.7 34.8 32.6 37.0 2.2 2.2 10.9 2.2 4.3

20歳代 284 56.7 33.5 28.5 34.5 9.9 7.0 10.6 4.6 3.2

30歳代 372 63.4 31.5 25.5 32.8 10.5 7.0 8.3 4.0 3.2

40歳代 303 60.1 30.0 25.7 30.7 11.6 7.6 13.5 5.3 4.0

50歳代 253 59.3 32.4 27.3 30.4 13.8 11.1 10.3 3.2 9.5

60歳代 411 65.2 26.3 36.5 17.5 27.7 12.7 8.8 2.4 9.2

70歳以上 273 65.2 32.2 34.4 12.5 27.1 20.5 8.8 4.0 8.8
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（８）住民参画・協働について 
 
５－14 住民参画や協働についての考え 
 

問23 町政への住民意見の反映や住民参画、住民と行政との協働について、どのようにお

考えですか？ 

   今のお気持ちに最も近い番号を１つずつ選んでください。 

 
◆ 住民参画や協働について５項目をたずねたところ、「住民の意見を聞く機会が充実している」、

「町政に住民の意見が反映されている」、「これまでも住民の参画や協働が行われている」の３項

目について“そう思う”（「そう思う」+「まあそう思う」）と回答した人は、１割に満たない結果

となっている。 
  また、「これからのまちづくりには住民の参画や協働が必要である」について“そう思う”と

回答した人は約６割（63.9％）を占めているが、「住民参画や協働の主体として町政にかかわり

たい」では約３割（25.8％）にとどまっている。 
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【個別項目分析】 

 
１．住民の意見を聞く機会が充実している                         
 
◆ 住民の意見を聞く機会が充実しているかに

ついて、男女別では女性よりも男性のほうが、

“思わない”（「あまり思わない」+「思わな

い」）人がやや多くなっている。 
 
◆ 年代別では、低い年代ほど“思わない”人

が多くなる傾向となっており、「10 歳代」で

最も多く、約５割（47.4％）となっている。 
  一方、“そう思う”人はいずれの年代でも１

割程度となっているが、「10 歳代」が他の年

代よりも高い割合となっている。 
 
 
 
 
 
 
 
 
２．町政に住民の意見を聞く機会が反映されている。                  
 
◆ 町政に住民の意見を聞く機会が反映されて

いるかについて、男女別では大きな差は見ら

れない。 
 
◆ 年代別では、年代が低いほど“思わない”

人が多くなる傾向となっている。 
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３．これまでも住民の参画や協働が行われている                    
 
◆ これまでも住民の参画や協働が行われてい

るかについて、男女別では大きな差は見られ

ない。 
 
◆ 年代別では、年代が低いほど“思わない”

人が多くなる傾向となっている。 
  一方、“そう思う”人はどの年代でも１割に

満たない結果となっている。 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
４．これからのまちづくりには住民の参画や協働が必要である                
 
◆ これからのまちづくりには住民の参画や協

働が必要であることについての意見で、男女

別では大きな差は見られない。 
 
◆ 年代別では、大きな差は見られず、どの年

代においても“そう思う”人が約６割か、そ

れ以上の割合となっている。 
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５．住民参画や協働の主体として町政にかかわりたい                   
 
◆ 住民参画や協働の主体として町政にかかわ

りたいかについて、男女別では、女性よりも

男性のほうが“そう思う”人が多い傾向とな

っている。 
 
◆ 年代別では、最も“そう思う”人が多かっ

た年代が「30 歳代」で、約３割（29.6％）と

なっている。 
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５－15 住民の意見を反映するために力を入れるべきこと 
 

問24 住民の意見を町政に十分反映させていくために、今後どのようなことに力を入れる

必要があると思いますか？ 

   今のお気持ちに最も近い番号を３つ以内で選んでください。 

 
◆ 住民の意見を反映するために力を入れるべきことについては、「アンケートなど住民の意見を

聞く機会の充実」が 52.3％と最も多く、次いで「町の計画づくりにおける途中経過などの情報提

供」（46.1％）、「住民が政策の提案ができる機会の充実」（36.2％）の順となっている。 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
◆ 年代別については、各年代で最も回答率が高い項目を、次の表に網掛けとして示した。 
  10 歳代～40 歳代では「アンケートなど住民の意見を聞く機会の充実」、50 歳代～70 歳以上では「町

の計画づくりにおける途中経過などの情報提供」がそれぞれ最も高くなっている。 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

（％）
 

全
体
（

ｎ
）

(

人

)

ア
ン
ケ
ー

ト
な
ど
住
民
の
意

見
を
聞
く
機
会
の
充
実

町
の
計
画
づ
く
り
に
お
け
る

途
中
経
過
な
ど
の
情
報
提
供

住
民
が
政
策
の
提
案
が
で
き

る
機
会
の
充
実

施
策
や
事
業
の
実
施
の
段
階

に
お
け
る
住
民
参
画
の
拡
大

会
議
等
企
画
立
案
の
段
階
に

お
け
る
住
民
参
画
の
拡
大

区
・
自
治
会
や
ボ
ラ
ン
テ
ィ

ア
・
Ｎ
Ｐ
Ｏ
団
体
な
ど
と
の

連
携
の
強
化

委
員
会
や
審
議
会
な
ど
の
委

員
の
公
募
の
拡
大

そ
の
他

よ
く
わ
か
ら
な
い

無
回
答

  全  体 2002 52.3 46.1 36.2 16.0 15.1 14.0 9.8 1.8 9.5 5.6

10歳代 46 50.0 47.8 30.4 19.6 8.7 13.0 8.7 0.0 10.9 0.0

20歳代 284 60.2 43.0 39.4 12.7 14.8 10.6 11.6 2.1 7.0 3.5

30歳代 372 57.5 39.8 38.4 13.4 12.6 11.8 8.6 2.2 9.7 2.7

40歳代 303 54.1 36.6 35.0 14.5 14.5 12.9 13.9 2.0 11.9 2.0

50歳代 253 46.6 51.4 32.8 16.6 17.4 13.0 14.6 1.6 9.1 7.5

60歳代 411 47.4 53.3 34.3 19.0 16.5 19.5 5.6 1.2 9.5 8.0

70歳以上 273 48.7 53.8 38.1 19.0 15.4 15.4 7.7 1.8 9.9 11.0

52.3

46.1

36.2

16.0 15.1 14.0
9.8

1.8

9.5
5.6

0.0

10.0

20.0

30.0

40.0

50.0

60.0

ア
ン
ケ
ー
ト
な
ど
住
民
の
意
見
を
聞

く
機
会
の
充
実

町
の
計
画
づ
く
り
に
お
け
る
途
中
経

過
な
ど
の
情
報
提
供

住
民
が
政
策
の
提
案
が
で
き
る
機
会

の
充
実

施
策
や
事
業
の
実
施
の
段
階
に
お
け

る
住
民
参
画
の
拡
大

会
議
等
企
画
立
案
の
段
階
に
お
け
る

住
民
参
画
の
拡
大

区
・
自
治
会
や
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
・
Ｎ

Ｐ
Ｏ
団
体
な
ど
と
の
連
携
の
強
化

委
員
会
や
審
議
会
な
ど
の
委
員
の
公

募
の
拡
大

そ
の
他

よ
く
わ
か
ら
な
い

無
回
答

(％)
）

n=2002



 71

５－16 今後住民が積極的にかかわって進めるべきこと 
 

問25 今後、住民の皆さんが積極的にかかわって進めることが重要だと思う活動は何です

か？ 

   今のお気持ちに最も近い番号を３つ以内で選んでください。 

 
◆ 今後、住民が積極的にかかわって進めることが重要だと思うことについては、「防災・防犯・

交通安全などの地域の安全活動」が 52.4％と最も多く、次いで「ごみの減量やリサイクル活動」

（43.9％）、「高齢者の手助けなど住民でできる程度の福祉活動」（39.3％）の順となっている。 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
◆ 年代別については、各年代で最も回答率が高い項目を、次の表に網掛けとして示した。 
  全ての年代で「防災・防犯・交通安全などの地域の安全活動」が最も高くなっている。 

また、「高齢者の手助けなど住民でできる程度の福祉活動」と「身近な道路や排水路、公園な

どの清掃活動」では 60 歳代・70 歳以上の回答率が全体より約 10 ポイント高く、「文化産業まつ

りなどのイベント」では 10 歳代～30 歳代の回答率が全体より高い割合となっている。 
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